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文 教 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成１７年６月１７日（金）午前１０時　２分　開会

　　　　　　　　　　　　　午前１１時１３分　閉会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員

委 員 長 山本善信  副委員長 渡辺慎吾  委　　員 川端福江

委　　員 嶋野浩一朗  委　　員 安藤　薫  委　　員 石橋徳治

１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

市　長　森山一正 教育長　和島　剛

教育総務部長　羽原　修 同部理事　福元　実

同部次長兼総務課長　馬場　博　　　　　同部参事兼学校教育課長　大路　守

同部参事兼教育研究所長　石田ふみえ　　学校教育課参事　前馬晋策

同課指導主事　宮地　仁 同課指導主事　奥田不二夫

人権同和教育室長　西村友司

生涯学習部長　奥田秋広 同部次長兼体育振興課長　山下忠男

生涯学習課長　木下好宏

１．出席した議会事務局職員
事務局長　岸本文夫 同局次長代理　上　清隆

１．審査案件

議案第４９号　平成１７年度摂津市一般会計補正予算所管分　
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（午前１０時２分　開会）

○山本善信委員長　ただいまから、文教

常任委員会を開会いたします。

　理事者から、あいさつを受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　きょうは、皆さん方にはお忙しい中、

文教常任委員会を開催していただきまし

て、大変ありがとうございます。

　本日は、過日の本会議で当委員会に付

託されました議案のご審議をいただくわ

けでございますが、どうか慎重審議のう

え、ご可決賜りますようよろしくお願い

申し上げます。

　なお、退席をいたしますけれども、在

庁いたしておりますので、どうぞよろし

くお願いいたします。

○山本善信委員長　あいさつが終わりま

した。

　本日の委員会記録署名委員は、川端委

員を指名します。

　暫時休憩します。

（午前１０時３分　休憩）

（午前１０時４分　再開）

○山本善信委員長　再開します。

　議案第４９号所管分の審査を行ないま

す。

　本件につきましては、補足説明を省略

し、質疑に入ります。川端委員。

○川端委員　おはようございます。

　歳入の方ですけども、８ページで目８、

教育費府補助金の分でございますが子ど

もの安全見まもり隊事業補助金につきま

してでございます。

　先日も一般紙で載っておりましたんで

すけども、子どもの安全、全小学校区で

すね。１２校区に結成をして、そして市

内のＰＴＡとか自治会、あと老人クラブ

などに協力を要請して、専用のワッペン

もということが掲載されておりましたん

ですけれども、具体的にもう少し、どの

ようなことをされるのか。補助事業の内

容を教えていただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。

○山本善信委員長　木下課長。

○木下生涯学習課長　今回の補正で計上

させていただいてます子どもの安全見ま

もり隊の活動につきまして、これは大阪

府の本年度限りの補助事業でございます。

　まず歳入面で説明をさせていただきま

すと、１小学校区当たり上限５万円とい

う形で、本市１２校分６０万円を補助金

として、歳入の補正予算の計上をさせて

いただいてます。

　ご質問のこの事業の内容でございます

が、近年、子どもたちがいろいろ犯罪に、

危険なケースに巻き込まれる事例が頻発

しております。

　それによりまして、子どもを守る、主

に通学路、通学時の子どもの安全の確保

につきまして、まず学校並びに家庭では、

安全確保がしきれない部分につきまして、

地域の方々と協力しながら、子どもの通

学時の安全につきまして確保していくと

いう事業が主なものでございます。

　そこには、地域の子どもは地域で守る

という精神で、この事業が立ち上がった

ものというふうに理解しております。

　本市におきましても、この事業につい

て大阪府の補助事業を申請すべく、今年

度、全小学校区でこの子どもの安全見ま

もり隊を立ち上げて活動をしていきたい

と。それには、やはり子どもと一番密接

な関係のある親、すなわちＰＴＡとの関

係で、ＰＴＡがまずこの運動の中心にな

るべきというふうに判断いたしまして、

先般、ＰＴＡの方にもこの事業の内容の

説明及びこの事業への協力の要請をして

まいっておるところでございます。

　今後、進めていきます予定としまして

－�2�－



は、自治会並びに老人クラブ等々、地域

で活動していただいている各団体の方に

出向きまして、事業の説明並びにこの事

業への協力要請をしていく予定でござい

ます。

　ちなみに、この事業につきましては、

大阪府警察本部並びに摂津警察署からの

支援もいただく予定をしておりますので、

今後どういう形で各校区で、この見守り

活動に取り組んでいくかにつきまして、

警察署とも連携を取りながら、また防犯

協会とも連携を取りながら進めていきた

いと思います。

○山本善信委員長　川端委員。

○川端委員　今、お話がありましたとお

り、ほんとに子どもたちがいろんな犯罪

に巻き込まれるケースが、今、多々あり

ます。そういう意味では、犯罪を、守る

意味でも、またさらに鋭意努力をお願い

したいと思います。

○山本善信委員長　ほかにございません

か。

　はい、嶋野委員。

○嶋野委員　それでは、私は歳入に関し

まして、２点ご質問させていただきます

が、まず先ほど川端委員も質問されてお

られました子どもの安全見まもり隊に関

することなんですけれども、先ほど課長

からご説明いただきまして、あらかたの

内容というものは把握をしたつもりです

けれども、まず地域の方々の協力を仰い

でいくといったことに関しまして、十分

な協力を仰げる状態にあるのかというこ

とが非常に気になるところでございます。

　本市の場合は、スクールサポーターと

いうものが発足をいたしまして、全国的

に発信をできるような施策であるという

認識をしてるんですけれども、校区によっ

てはばらつきがあると、協力をしていた

だける方の人的な数ですよね。ばらつき

があるというような点も聞いております

けれども、その点について、この安全見

まもり隊について、何か工夫されていか

れることがあるのかという点をお聞きし

たいということとですね。

　これから具体的な内容については、警

察等と協議をしていきながら詰めていく

ということなんですけれども、私は従前、

前回の文教常任委員会の際に青色回転灯

をつけたパトロール車を走らせたらどう

やねんという話をさせていただいたんで

すけども、今までの中でも恐らく、教育

委員会の中でもあるいは外部に対しても、

いろんな話をされてこられた中で具体的

なものとして提示された内容があるのか、

１点、この際お聞きをしておきたいなと

思います。

　それと、目４の教育費委託金ですけれ

ども、「自学自習力育成」サポート事業

といったことで、この内容につきまして

基本的な話になりますけれども、一度ご

説明いただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。

○山本善信委員長　木下課長。

○木下生涯学習課長　まず、１点目でご

ざいます。この事業につきましては、地

域の協力をなくしてできないものと認識

しております。

　先ほど、委員ご指摘のとおり、各校区

でばらつきといいますか、既に各校区で

見守り活動はやっていただいてます。そ

れぞれＰＴＡなり、自治会なり、地区福

祉で民生児童委員、それぞれボランティ

アという形で地域での見守り活動をやっ

ていただいてます。その中で、今、３小

学校区と１地区でセーフティパトロール

隊も結成していただいて、これは地域全

体の防犯活動という形での取り組みをし

ていただいてるところでございますが、

今回の子どもの安全見まもり隊につきま
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して、それぞれ、もう既に活動をやって

いただいてる団体、グループと協調いた

しまして、既存の見守り活動をやってい

ただいているところには、いわゆるＰＴ

Ａの方が参画していただいて、同じよう

な協力をしながら子どもの安全活動につ

いての方向性を今、説明等やっておると

ころでございます。

　それぞれ、この地域によってのばらつ

きにつきましての工夫といいますか、例

えばセーフティパトロール隊がまだ設置

されてない地区につきましても、今後、

自治振興課と連携いたしまして、全小学

校区でセーフティパトロール隊という形

での結成なり、各小学校区でこういった

安全の確保についての活動を協力要請し

ていきたいというように、今、思ってお

るところでございます。

○山本善信委員長　大路参事。

○大路教育総務部参事　それでは、私の

方から「自学自習力育成」サポート事業

について、ご説明をさせていただきます。

　本事業につきましては、大阪府の教育

委員会が府内の公立小学校の５０校を指

定するものでありまして、原則として各

市町村の教育委員会で指定校１校を決め

るものでございます。

　この事業は、市町村への委託事業とい

うことで委託経費１校当たり５０万円の

歳入を計上させていただいております。

　主旨につきましては、確かな学力向上

を図るには、授業改善、学校教育、教職

員、教員の授業改善とともに、家庭学習

の定着が求められているところでござい

ます。そのために児童の学習意欲を喚起

し、自学自習力を育成するために、どの

ようなことができるのかということを研

究する事業となります。

　家庭学習の定着を重点課題として取り

組む学校を本市で１校指定し、放課後に

おける学習指導や学習相談、また家庭学

習の支援等を推進する取り組みを行うこ

とにより、自学自習力の育成を図ること

をねらいといたします。

　具体的には、指定する小学校１校に学

習アドバイザー２名を派遣させていただ

きます。

　学習アドバイザーには、退職教員、ま

たは大学院生、教員免許等を有する地域

の人材にお願いをするとしております。

　そして、指定された小学校は、放課後

学習相談室、仮称でございますが、放課

後学習相談室を設置し、アドバイザーが

相談室において、先ほど申しましたよう

な学習意欲や学習習慣をはじめ、学習内

容の定着に課題のある児童を対象にして、

自学自習力を育成するための活動を行う

ものでございます。

○山本善信委員長　嶋野委員。

○嶋野委員　それでは、２回目の質問を

させていただきますけれども、先ほどま

た安全見まもり隊のことにつきまして、

地域のばらつきをいかになくしていくの

かといったお話をお聞きしたんですけれ

ども、今、実際に各小学校の校門には、

受付室が設けられておって、スクールサ

ポーターさんがおられるわけですよね。

　そこでもやっぱり地域間でのばらつき

があるという話を私はお聞きしてるんで

す。その点について、教育委員会として、

非常に関連してくることなんで申しわけ

ないんですけれども、今の段階で一体ど

のように精査されているのかということ

が、私はこの子どもの見まもり隊が成功

するかどうかということにかかってくる

と思ってるんですよね。

　これ、今現実にされている、このスクー

ルサポーター制度というものが今の段階

でどうなんだということを一度、この際

お聞きしておきたいという点が１点。
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　それと、これは新聞等でも報道されま

したので公になってる話なんで、あえて

触れさせていただきますけれども、子ど

もの安全安心都市宣言をこの議会に上程

しようとされておられたと。それは恐ら

く、先ほど申しました受付員制度なんか

の流れの中で、摂津市は子どもたちの安

心・安全を守っていくんだといったこと

を全国に先駆けて発信していこうという

ことであったろうと思うんですね。

　それであるならば、この安全見まもり

隊というのも、その一環としてあったも

のだと思うんですが、今までの段階での

子どもの安心・安全に対する対策に対す

る評価ですね。それと、今後何が足りな

いのかという点について、この後、どの

ように取り組んでいくのかといったこと

で具体的に考えておられることがあれば、

ぜひこの際、お聞きをしておきたいなと

思っております。

　それと、先ほど「自学自習力育成」サ

ポート事業につきまして、また参事の方

からご説明いただきまして、大体、内容

はわかったんですけれども、放課後学習

指導相談室といったものを設けて、子ど

もたちの勉強の相談や、あるいは指導に

当たっていこうということなんですけれ

ども、そうしたら、この事業が適用され

てない学校では、どのようにされておら

れるのか。今現状について、これ、ちょっ

と関連質問になってきますけれども、こ

の際お聞きしたいと思います。よろしく

お願いします。

○山本善信委員長　馬場次長。

○馬場教育総務部次長　学校の受付員制

度の現状の評価ということのご質問だと

思いますので、ご報告させていただきま

す。

　一応、ことし４月１日で市民の方に協

力を得まして、ボランティア体制に切り

かえまして、約２か月が経過してまいり

ました。

　今現状では、学校の方にも毎月聞いて

おりますが、特に問題はないというふう

に聞いておりますので、私どもは順調に

市民ボランティア制度が発足したなと安

堵もいたしております。

　それで、現状でございますが、まず４

月に発足いたしまして、個人のボランティ

アの方が１２校区で４８名、それと自治

会を通して担当していただく自治会が２

団体、それと老人会が１団体、それにシ

ルバー人材センターのボランティアのグ

ループが１団体と、そういう体制で今現

在行っております。

　各小学校におきましては、個人の方、

自治会の方、老人会の方、またシルバー

の方という形で、いろんなパターンの組

み合わせでやっていただいておりますが、

基本的には個人の方は、やはり余りこれ

が負担になりますと長く続かないという

考えもございました。また、６０歳以上

の高齢の方が多数を占めておられますの

で、私どもは当初より１つの小学校にお

きましては、大体１週間単位で考えまし

て、お１人の方が半日で２日程度務めて

いただいたらどうかなという計画で、も

ともとスタートいたしております。

　ただ、中にはお元気な方もおられまし

て、もう少ししたいという方もおられま

すので、その方のご希望はご希望として

かなえるということで、３日ないし４日

程度、半日やっていただいておる方もお

られますが、基本的には参画していただ

いたご希望を取り入れて、それとなるべ

く私どもは校区の方に参画していただき

たいという考えがございましたので、近

くの校区で取り組んでいただく形で学校

については決めさせていただきました。

　なお、個人の方でございますので、当
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然ながら急な冠婚葬祭等、例えばかぜを

ひいたとかで、どうしても休まないかん

場合もございますので、そういうことも

考えまして、小学校区単位ではお願いし

てますが、基本的にはグループとして、

中学校区単位で１つのグループをつくっ

ていただきまして、その中でそういう急

な休まなければならない場合は皆さんが

連絡を取っていただいて、中学校区単位

でそういうフォローをお願いしたいとい

うことで立ち上げました。

　今現在、そういう形で急なお休みがあ

る場合もございますが、その場合はボラ

ンティアの方が当初お渡ししている名簿

の中で、中学校単位で連絡を取り合いな

がらやっていただいているということで、

基本的にその方々が自主的にやっていた

だいているということで、私どもは月１

回、学校から報告書が上がって、その状

況で整理していると。

　そういうことで、基本的には今現在、

ボランティアの方で順調にいってるなと、

そういうふうに一応評価いたしておりま

す。

　それと、今後のこともございますので、

私どもは４月に発足と同時に、追加募集

のお知らせをいたしました。

　それで、今現在、ちょっと手元に数字

はございませんが約２０名の方が一応、

予備登録ということで登録カードをいた

だいております。

　その方には、私ども、カードが届き次

第お電話を差し上げまして、今現状は各

学校でやっていただいておりますが、ま

た今後、何かの場合に、辞退される方も

ありますので、その場合はぜひよろしく

ということで、予備登録をされている方

が約２０名ぐらいございますので、今後

もできましたら年に１回程度は、広報等

を活用しまして、そういう呼びかけもす

る中で制度を周知していきたいと、その

ように考えております。

　それと、今までの安全の対策の取り組

みと、今後の取り組みについての考え方

ということでございました。学校の安全

が基本的に今日的な課題になったきっか

けは、ご存じのように平成１３年の痛ま

しい池田小学校の事件以来、非常に衝撃

を我々も受けまして、それ以来、私ども

もいろんな取り組みをしてまいりました。

　１３年には緊急に学校の施設の安全点

検をいたしまして、低いフェンス等につ

きましては、かさ上げ工事をする。また、

幼稚園につきましては、正門のところに

インターホンをつけまして、施錠する中

で運営してもらう。あと、各小学生、中

学生に通学の安全を図ってもらうために

防犯ブザーを全員に配布しまして、それ

も２年目になりまして、ことしは新たに

１年生に入られた方に一応、ランドセル

とともに、また別途渡していると。そう

いう形で安全等を図っております。

　ご案内の受付員制度は、平成１６年度

に緊急性があるということで、１年間を

かけてボランティアを探しますが、それ

よりも、まず緊急性ということでシルバー

人材センターへ委託して、やらせていた

だきまして、１７年にボランティア制度

に切り変わったと。等々、いろんな対策

をいたしまして、１３年からの累計では

ございますが、予算的には約４，６００

万円の予算、もちろん人件費も入ってお

りますが、かけまして、一応今まで取り

組んできたというふうに考えております。

　おかげさまをもちまして、受付員制度

は全国に先駆けまして実施させていただ

いたということで、非常に反響等もござ

いました。

　手前みそですが、文部科学省の方から

も資料等を送ってくれというような形も
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ございましたので、私どもは１３年のあ

の事件を契機に教育委員会でできる範囲

で安全対策に取り組んできているという

思いもございます。

　そういった中で、平成１７年度に受付

員をボランティア制度に切り変えたとい

うことで、今後は先ほどの見まもり隊の

答弁もございましたが、やはり安全につ

いて、行政でやれることはもちろん施設

の安全でやっていきますが、それ以外に、

これからはやはり市民にも参画していた

だいて、行政・市民・家庭が一体となっ

て子どもの安全に取り組んでいかなけれ

ばならないのじゃないかなと、そのよう

に考えております。

　そういうことで、今後の取り組みにつ

きまして、１７年に受付員をボランティ

ア制度にした、この１７年をできたら子

どもの安全の元年に位置づけて、市民に、

より学校の安全に目を向けていただいて、

そういうボランティアのかたちで、いろ

いろな安全に参画していただきたいと、

今後はそういう形が非常に大事になって

くるのではないかなというふうに考えて

おります。

○山本善信委員長　大路参事。

○大路教育総務部参事　それで、このサ

ポート事業を行わない、その他の学校で

は通常、このことについてはどうかとい

うご質問にお答えをさせていただきます。

　いわゆる家庭学習の習慣化ということ

は、通常は担任の教員が宿題という形で

多く出して、それができるだけ定着する

ように小学校の低学年から、中学校も含

めて宿題という形での家庭学習が充実す

るようにということで、日々努力をして

おるところでございます。

　この間、大阪府の学力等の平成１５年

度の実態調査、私どもの平成１６年度の

学力定着度調査の意識調査の部類で、摂

津の子どもたちも６年生ではありますが、

家庭での学習はどうかという質問に対し

て、６年生で「３０分未満」が１９パー

セント、「全くしない」というパーセン

トが９パーセントでございました。

　中学校におきましては、「３０分未満」

が１０．７パーセント、「ほとんどしな

い」「全くしない」が１９．９パーセン

トという提示もありますように、やはり

宿題も含めて学習をしない状況が、これ

は私どもの市だけではなく、府下的にも

多く出てきておることが現在、この家庭

学習をどうするのか、自学自習力を単に

家庭だけではなく、学校と連携した形で、

どう充実していくのかが課題となってお

るという認識を持っております。

○山本善信委員長　嶋野委員。

○嶋野委員　まず、自学自習力の方から

質問というか要望を申し上げたいと思う

んですけれども、先ほど宿題等を出しな

がら、家庭で勉強するといったことをやっ

ていくという話でございましたけれども、

非常に気になる部分がございまして、例

えば現在、クラスの子どもたちを比べて、

なかなかついていくのが難しいという子

ももちろんおられますし、あるいは病気

なんかで長期休んでおって、その間やは

り勉強できずに、なかなかついていけな

いという子もおるわけですよね。

　あるいは、摂津市に転入されてこられ

たと。それで、今の進度と前の町での進

度とに乖離があって、今やっているとこ

ろは全然習ってないところをやってると

いうようなケースもあるわけですよね。

　こういった問題には、きっちりと今回

は１つの学校で府の方から委託されてやっ

ていくという話なんですけれども、され

なくても、そういった細かい、きめの細

かい対応というのは、やはり教育委員会

の中で、私はしっかりと練っていくべき

－�7�－



でないのかなと。そこら辺の話を聞くこ

とができなかったので、今の段階でもう

一度ということはいかないと思うんです

けれども、その点は強く要望として申し

上げておきたいと。

　これは非常に大事な問題であるという

ふうに、私は認識しておりますので、強

く、要望として申し上げておきたいと思

います。

　それと、安心・安全に関する事業につ

きまして、受付員なんかでも現状では問

題なしと認識されておると。あるいは、

防犯ブザーなんかも配ってきたという経

緯があって、あるいは文部科学省からも

資料の要請があったといったことで、私

は今までの段階の、この摂津市の取り組

みというのは全国的にも非常に評価でき

るものであって、また全国に対して発信

できるものであると、私はそう思ってお

りますが、いざ、じゃあ１０月以降に都

市宣言をしようということになってくる

と、これは摂津市のまちづくりのコンセ

プトになっていくんだと思うんですよね。

　要は、子どもたちの安心・安全を守っ

ていくといったことが、摂津市のまちづ

くりの、言うたらキーワードになってく

ると。その際に今のままでいいのかとい

うこと、私はまだ足りんところがあると

思っておるんですね。

　それは前回、３月の委員会の場所でも

私も申し上げましたし、あるいは安藤委

員も質問されましたけれども、じゃあ幼

稚園の安心・安全対策はどうなんですか

といった話もさせていただきました。

　あるいは、子どもというのは、何も学

齢期の子どもだけを指すわけじゃないと。

保育所の子どもはどうなるんだとか、あ

るいはそれに行くまでのお子さんは、ど

うなるんだという話もあります。それを

教育委員会が主たる事務をされる部署と

してされるんであれば、関係各署といろ

いろ協議をされていきながら、もっと充

実したものに、要はきめの細かい対応を

していかないかんと思うんですよね。そ

れが、やはり私は都市宣言に値するだけ

のものに、施策になってくると思うんで

すけれども、その点、都市宣言をすると

いうことを踏まえて、これからどういう

ことをしていくんだということを一度、

最後に教育長からご答弁をいただきたい

と思います。

○山本善信委員長　和島教育長。

○和島教育長　この子どもの安全安心都

市宣言につきましては、今年度中に宣言

をしていきたいということで、３月の第

１回定例会での代表質問、あるいはここ

文教常任委員会でのご答弁の中でも触れ

させていただいたところでございます。

　そして、その考え方につきましては、

先ほど次長の方からもご答弁いたしてお

りますけれども、また今、ご質問の中で

も言っていただきましたけれども、今日

まで、平成１３年６月のあの池田小学校

の痛ましい事件以来、本市が子どもの安

全・安心を守っていくと。そのために取

り組んでまいりました施策をベースにし

て、さらに今後、子どもたちの安全を守

るために、私たちの意識を今一度、意識

づけをしっかりとするこということもあ

りますし、そしてまた何よりも先ほどの

答弁の中にありましたように、地域の皆

さん方のご協力を今もいただいて、さま

ざまな施策でおりますけれども、ご協力

がなければ通学路の安全、特に通学路の

安全、あるいは地域での安全を守ってい

けないだろうと思ってます。

　そういう意味から、宣言することによっ

て、地域の皆さん方にも私たちの取り組

みにご理解をいただき、また知っていた

だいて、さらにご協力をいただきたいと、
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そのような考えから宣言をしたいという

ことで、さきの議会でも答弁していると

ころでございます。

　そして、今、ご質問にありますように、

やはりこの３月の文教常任委員会の中で

もご答弁させていただきましたけれども、

特に幼稚園の安全対策、これまでも先ほ

どの答弁の中でもインターホンの設置と

か、あるいは現在でしたら小学校の校務

員が幼稚園の方まで巡回するとか、さま

ざまな機械的な配置もいたしてきており

ますけども、まだまだ弱いというのは私

も認識いたしておりまして、今も教育委

員会だけじゃなくて、全庁的に今後でき

るだけ早く幼稚園、先ほどのご質問にも

ありましたけれども、幼児は何も幼稚園

だけではなくて、保育所の問題もあると

いうことは十分認識いたしておるところ

でもございます。そういうことを含めて、

さらにこの子どもの、小さな子どもたち

の安全をどう守っていくかということは

早急に取り組んで予算化をしていきたい

と、そのように考えているところでござ

います。

　そして、また子どもの安全安心都市宣

言を進めていくには、やはり私ども、こ

れまでも４月以降、庁内関係機関、部署

が集まりまして、子どもの安全・安心に

ついての議論を、検討を重ねております。

　ですから、庁内では、その認識を、共

通認識として持っております。

　そして、また一方、地域の方にもこの

主旨をご理解いただかなければならない

ということで、これまで地域教育協議会

に参画いただいている団体の方にもお集

まりいただいて、この都市宣言の主旨に

ついても説明してきております。

　そういうことで、あと今、進めており

ますのは、この宣言文が、やはりアピー

ルしていくには、そういうこともありま

すので、そのことについては前にもお話

したかもしれませんけども、大阪教育大

学、これは池田小学校の経験がございま

すので、私どものご指導もいただいてお

ります副学長の長尾彰夫先生に推敲をお

願いして、ほぼ原案も出てきているとい

うことでございますけれども、ただ、こ

れを先ほど言われましたように、教育委

員会だけで取り組むものではないことは

十分認識いたしておりまして、先ほどの

保育所の問題もありますけれども、全庁

的にやはりすべての部署が、庁内会議も

やっておりますけれども、もう一度、こ

れを全体のものだという理解のもとに、

なお広く意見を求めて意識といいますか、

認識を一にして、できるだけ早く都市宣

言ができるように努めてまいりたいと、

そのように考えております。

○山本善信委員長　ほかにございません

か。

　安藤委員。

○安藤委員　「自学自習力育成」サポー

ト事業と、それから子どもの安全見まも

り隊事業について、概要を今までの質疑

の中で大体理解ができたわけですが、子

どもの安全の方からちょっとご質問させ

ていただきたいと思いますが、子どもの

安全を見守るというような取り組みにつ

いては、先ほどからもいろいろご説明を

いただいているとおり、摂津市教育委員

会をはじめ、地域の方々やＰＴＡが、そ

れぞれの取り組みを行ってきているとい

う経過があると思います。

　本来、こうした安全の取り組みを進め

ていこうというような運動については、

当初予算において、１年間の教育や子ど

もの安全の問題の方針を決める際に出て

くるべきものではないかというふうに思

うわけですが、６月の補正ということに

なっている経過、この点をちょっと、経
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過についてはちょっとご説明をいただき

たいというふうに思います。

　同じく、「自学自習力育成」サポート

事業についても同様のことをお聞きした

いと思うんです。

　ご説明から、学習のつまずきに対して

家庭での教育、家庭での学習をサポート

していくんだというようなお話、非常に

重要な問題提起であると思いますし、そ

ういう大事な問題で、恐らく今までも子

どもたちの学習のつまずきについて摂津

市の教育委員会、学校をあげて、いろい

ろ問題もしっかり把握されて、それにつ

いての取り組みをされてこられているか

とは思いますが、その点の経過について

もちょっと教えていただけたら思います。

お願いします。

○山本善信委員長　木下課長。

○木下生涯学習課長　まず、子どもの安

全見まもり隊事業につきまして、今年度、

当初予算の要求時に間に合わなかった点

につきまして説明をさせていただきます。

　この事業につきまして、大阪府の方か

ら事業の案としての提示がありましたの

が３月８日にございました。

　その後、４月２１日に大阪府の方から

実際、この事業の補助金の交付要綱を制

定したという通知が教育委員会の方にま

いりました。それを受けて、５月１６日

に青少年の主管課長会議の中で、大阪府

の方から具体的なこの事業の説明、並び

に取り組みの依頼がありましたもので、

今般、補正予算を提案させていただいた

次第でございます。

○山本善信委員長　大路参事。

○大路教育総務部参事　それでは、「自

学自習力育成」サポート事業につきまし

ての今回の補正予算に至った経過につき

ましてご説明させていただきます。

　これにつきましては、大阪府の教育委

員会から、この事業の意向調査の予告、

また提出を求められましたのが３月１８

日ということでございまして、この段階

で正規の１７年度当初予算に計上するこ

とが間に合わなかったことによるもので、

今回、補正という形をとらせていただき

ました。

　また、先ほど、もう１つの方の、今ま

での経過ですね。この間についての摂津

市の教育委員会として、どうかというこ

とにつきましては、特に確かな学力の向

上を目指すことにつきましては、先ほど

も申しましたように大きくは３点ござい

まして、いわゆる学力生活実態調査の的

確な把握ということ、これにつきまして

は平成１６年度より実施しておるところ

でございます。

　そして、２つ目に少人数授業をはじめ

として、個に応じた指導の工夫改善を行っ

て、わかりやすい授業を目指す授業改善

を行っている、これが２点目でございま

す。

　そして、３点目に、いわゆる放課後の

学習等による補充学習によって、学習の

内容の定着を目指すということで、これ

が今回、府のサポート事業ということに

なりましたので、その事業を実施すると

ころでございます。

　つまずき等につきましては、今の授業

内容の改善、わかりやすい授業というこ

とで、各学校の方がそれぞれ授業研究の

中で具体につまずき等を出し合いながら

克服の論議をしてきておったところでご

ざいますが、やはり先ほどの学習意識調

査等にもお示ししましたように、残念な

がら実態的に子どもたちの学習の習慣化、

それからいわゆる、ここに言っておりま

す自学自習力ということになると、まだ

課題が多くあるという認識を持っており

ます。
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○山本善信委員長　安藤委員。

○安藤委員　それでは、子どもの安全見

まもり隊について、もう少しお聞きした

いと思います。

　先ほどからも議論がありますが、子ど

もの安全見まもりという点で、既存のス

クールサポーター、学校の受付員さんの

設置であるとか、それから地域によって

はセーフティパトロール隊、４隊設立さ

れて活動されているというふうに、この

間もご報告をいただいているわけですが、

セーフティパトロール隊であったり、そ

れからすこやかネットを独自で取り組ん

でおられるような実態もあるかというふ

うに聞いています。

　また、教育委員会の方から、既に各自

治会さんの方に昨年でしたですか、声か

け運動ということで呼びかけもされてお

られると。

　京都だったでしょうか、ご近所さんの

方々、地域の方々に、例えば夕方の水や

りの時間、子どもたちの登下校の時間に

水やりをやったり、散歩に出かけていた

だいて、声をかけてくださいという、そ

ういうふうな取り組みなどが全国的にも

進んだ例として紹介されている中での協

力要請があったかというふうに思います。

　こういう、これまでの取り組みが現に

積み上げられてきて、進んでいる進行中

のところに非常に唐突というような感も

非常に感じるわけなんですけれども、年

間の補助金が１校５万円で６０万円と。

この６０万円というのをどのように生か

していくのか。

　金額的に言えば、１校５万円ですから、

大体やれることは限られてくるわけです

が、既存の組織があり、既存の活動や運

動がされていて、もちろん強弱があるか

と思いますが、そこに新たに新しい事業

という形で、どのような形で理解を求め

ていくのかという点を教えてください。

　それから、先ほどのご説明の中には、

安全の見まもり隊については、主にＰＴ

Ａを中心にというようなお話がありまし

た。ＰＴＡの状況もご承知のとおり、働

きながら子育てをするという、今の子ど

もを取り巻く、また子育てを取り巻く、

いろいろ困難な状況があるということも

ご理解をされていると思います。

　そうした中で、地域で子どもたちを見

守ろうという運動が当事者である保護者

も、それから学校も、やっぱり主体的に

なって、それに取り組んでいかなければ

いけないということは、頭の中でも当然

の理としても理解できるわけですが、そ

れでは実態として、現段階でこうした声

かけ運動などの呼びかけや協力要請をし

ているもとで強弱が実際にあるとかいう

ようなことをどのように認識をされてい

て、そこを、その問題をどのように今回

の新しい事業で打開していこうかという、

その辺のお考えをちょっとお聞かせを、

非常に難しい課題で、私も同じ共通の問

題を認識しているわけですが、その点を

ちょっとお聞かせをいただけないかなと

思います。

　それからもう１点は、やはり安全とい

う問題は、もちろん地域で見守るという

ことが重要ではあると思います。

　しかし、この見まもり隊というのは、

すぐにそれが効果があらわれるというよ

うな問題ではないですし、これはお金が、

これは１年だけの事業ということである

わけですけども、１年間パッとやったら

安全が守れるかというような問題ではな

いと思うんですね。

　やっぱり、地域の人たちが、長くこう

いった取り組みを続けていくということ

の中で地域力が強化されていく。子ども

を見守ろうというような気風が少しずつ
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生まれてくるんじゃないかなと、私は思

うわけです。

　そういう点からいきますと、やはり子

どもの安全を見守るということは、基本

的には行政であったり、やっぱり一番は

警察の力の協力を得ることが大事だとい

うふうに思っています。

　今回もこの見まもり隊の中には、大阪

府警察本部の協力も得られるというふう

なことがありますが、現段階での摂津警

察の協力の状況であるとか、それからこ

の新しい事業に関して警察はどのような

対応を取っていただけるのか、具体的な

ものがありましたら教えていただけたら

と思います。

　それから、自学自習力については、実

際今まで子どもの学力の定着度の調査で

あるとか、それから少人数授業であった

り、先生たちの授業の努力であったり、

いろんな取り組みがされてきていると思

います。

　もちろん、そういった効果というのも、

すぐにあらわれる場合もあるし、出ない

場合もあるかと思うわけですが、しかし

この取り組みは、やはり続けていかれる

ものだというふうに認識しています。

　そういった取り組みが現場で行われて

いる中で、この「自学自習力育成」サポー

ト事業というのが、これも大阪府の方か

らの補助事業ということですから、あれ

なんですけども、これがポンと１つの学

校にモデルとして出てきたという場合に

ついて、現場の方の先生たちの受けとめ。

　それから先ほどもご説明がありました

けども、モデル校になっていない学校で

の受けとめ。

　それから、モデル校になっている学校

での具体的な、今までの努力と取り組み

との連携というものをどのように考えら

れているのかという点をちょっとお聞か

せいただけないでしょうか。

○山本善信委員長　木下課長。

○木下生涯学習課長　それでは、先ほど

のご質問につきまして、まず昨年、私ど

も各地域で声かけ運動、一声運動という

形で、それぞれ協力をお願いしてきたと

ころでございます。

　その事業も、この見まもり隊の事業と

同じように継続した形での地域での取り

組みをお願いしてきておるところでござ

います。

　今回の見守り活動の中で、いわゆる見

守り活動に参加、協力していただく方に

つきましては、子どもたちに声をかける

ような形を、協力を要請していくつもり

でございます。

　また、子どもたちは逆に大人たちに、

逆に声をかけるというような形で、これ

また学校の方を通じて、それぞれ協力を

要請していきたいというふうに、今、計

画をしておるところです。

　今回、補正で提案させていただいてま

す６０万円の生かし方、いわゆる使い方

でございますが、この６０万円、歳入に

つきましては小学校区、５万円上限の１

２小学校ということで６０万円ですが、

歳出につきましては一括して、市の方で

一括した形での物品の手だてをする予定、

これは大阪府の方からもそのような指示

が来ております。

　私ども、今考えてますのは、見守り活

動中という形でのワッペンを用意するよ

うに、今計画をしておるところでござい

ます。

　それと、そのワッペンにつきましては、

だから市内共通のワッペンという形で、

子どもたちにとって共通の啓発物品にし

た方が、各校区によってばらつきがある

と、子どもたちもなかなか混乱するとい

う考えから、摂津市内共通のワッペンを
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配布して、活動のときに使っていただく

というふうに思っています。

　それと、ワッペンのほかにＡ７サイズ

というんですか、形で印刷物、いわゆる

見守り活動中の注意点、何項目かと、非

常時の場合の対応、すなわち摂津警察署

の連絡先、各校区、小学校の連絡先、教

育委員会への連絡先なり、非常時におけ

る対応のマニュアルの抜粋したものを入

れるカードケースも用意をするように計

画しておるところでございます。

　それと、既存の見守り活動との整合性

につきましては、例えば見守り活動をやっ

ていただいている小学校区に、これは新

たにまた別途、この見まもり隊を結成す

る計画はございません。既に活動をやっ

ていただいているところと協調した形で、

この見守り活動を推進していきたいとい

うふうに考えております。

　それと、この活動についてはＰＴＡが

当然中心になってやるべきでございます

が、先ほどご提案のとおり、ＰＴＡの方

たちについては、平日のこの時間帯につ

いては、なかなか見守り活動に参加でき

ないという状況もございますが、ＰＴＡ

でできる範囲でこういった活動の協力を

お願いしたいというふうに思っておりま

すので、例えばＰＴＡの方、保護者が１

００人おられて８０人が昼間働きになら

れて残り２０人の方、その２０人の方に

ついて、その方々ができる範囲で地域の

方々と一緒に協力して、この見守り活動

に参加していただきたいというようなス

タンスで思っております。

　ただ、先ほど安藤委員の方からもおっ

しゃっていましたが、地域によっては、

なかなかＰＴＡと地元の活動団体との意

識の乖離がかなり厚い薄いがございます。

それは私も感じるところではございます

が、この活動を契機にＰＴＡと地域との

連携をより密にしていけたらというよう

に思っており、そのような活動でＰＴＡ

の方にも、ただいま説明、依頼をしてお

るところでございます。

　それと、この活動につきましては、持

続することについて必須条件でございま

す。それで、先ほど申し上げましたセー

フティパトロール隊の未結成なところに

つきましては、これは摂津警察署なり、

自治振興課なりと、今、協議をしておる

ところでございますが、この見まもり隊

を契機にしてセーフティパトロール隊へ

の発展も視野に入れた形で今後取り組ん

でいきたいというように思っておるとこ

ろでございます。

○山本善信委員長　大路参事。

○大路教育総務部参事　それでは、この

事業について、現場の受けとめ方はどう

か、それからモデル校の受けとめはどう

かということについて、まずお答えをさ

せていただきます。

　３月の文教常任委員会等でご議論いた

だきました学校・家庭連携支援モデル事

業等についても言えることだと思います

が、現在、学校の現場の教職員は学校と

家庭との連携のあり方をどうするのか。

その連携をより強めるということでの声

も多く聞かれておりますし、そういう意

味ではこういった事業に対する評価は高

いものと理解をしております。

　具体に、それでは実施するときの学校

と、先ほど申しました学習アドバイザー

との連携についてのご質問にお答えをし

たいと思います。

　基本的には、この事業は学習アドバイ

ザーが独自で放課後学習相談室を運営す

るものではなく、教員との連携を密にし、

児童が毎日出される家庭学習、いわゆる

通常宿題と申しているものを家庭におい

て自力でやり遂げられる力をつけられる
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ように個別学習の相談や指導を行うもの

であるということ。そのためにも教員と

連携した中で児童のつまずきを分析し、

授業改善や、個に応じた学習スタイルの

確立、また適切な学習教材づくり等を学

校の取り組みに役立てるという、この連

携を強く意識した事業として現場の方に

お示しし、つくり上げていきたいと思い

ます。

　その中で、場合によっては保護者の相

談や家庭訪問、家庭の学習プランづくり

等についても支援ができればと考えてい

るところでございます。

○山本善信委員長　安藤委員。

○安藤委員　安全の方ですが、今、ご説

明がありました。１点、警察との協力に

ついて、ちょっと漏れてたので次の答弁

のときに一緒にお答えいただきたいと思

います。

　お話もありましたように、地域で子ど

もを見守っていく取り組みの中で、実際

に子どもを持つ親、保護者、それから地

域の中で意識の違いであったり、意思の

疎通がなかなかうまく取れないというよ

うな問題が実際にあって、それがなかな

か、地域で子どもを見守ろうという呼び

かけの中で困難な状況をつくり出してい

る１つの原因にもあるんではないかなと

いうふうに思うわけですが、今回ご説明

のありました６０万円は、一括物品購入

ということで、１年限りという事業でご

ざいますから、大阪府の方が大阪府下で

起きている事件に対して、地域での取り

組みについて契機になればというような

形での事業なのかなというふうに思いま

す。

　やっぱり、結局は今まで問題提起をさ

れて、いろいろな取り組みもされて、な

おかつ地域の協力を求めていくというよ

うな摂津市の今の取り組みは、引き続い

て継続をしていくと。その継続をしてい

く上で、さらにそれをどうやって前進さ

せていくのかというのは、やっぱり問わ

れているというふうに思います。

　新しい事業で６０万円、ものを買って、

ワッペンを配って、あとは今までの、今

の状況のままというようなことにはなら

ないように、いろいろ工夫もしていただ

き、努力もしていただきたいというふう

に思います。

　とりわけ、長続きしていく取り組みを

するためには、やっぱり親や地域の方々、

学校との意思の疎通というのを風通しの

いいものにしていくというのが、やっぱ

り何よりではないかなというふうに思い

ます。そういう意味では、今回の新しい

事業、６０万円の事業ではありますが、

意思の疎通が図れるような取り組みを市

内の全校区で長い目で、ねばり強く取り

組んでいっていただくことを強く要望し

ておきたいというふうに思います。

　ちょっと、警察のことについてはお答

えをいただけたらと思います。

　自学自習力の方についてですが、これ

は１点ちょっと聞きたいのは、１つの学

校をモデル校として２人の方がアドバイ

ザーとして常駐をされるというふうに理

解してるんですが、違っていたら訂正を

していただきたいなと思うんですけども。

　子どもの自学自習力をつけるために、

どのようにアプローチをするのか。今ちょっ

とお聞きして、私が理解しているのは、

やはり学校の、いつも子どもたちを見て

いる学校であったり、担任の先生が子ど

ものつまずきを発見したり、家庭の状況

をつかんだりする中でアプローチをして、

アドバイザーさんと連携をとって、子ど

もたちと一緒に、ときには家庭との連携

を図っていく努力をするというふうに理

解をしてるんですが、その点はそういう
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理解でよろしいのかどうか、その点をお

聞かせいただきたいということ。

　それから、ご説明がありましたように、

やはり既に学校の現場でいろいろな努力

がされていて、子どもたちの学習能力を

高める努力がされているわけですから、

それを引き続き、さらに生かすようなこ

とも継続をしていただきたいと思うんで

すが、本来的に私が思うには、やはり子

どもの学習を一番身近で見ておられる学

校の先生、担任の先生であったり、学校

が子どものつまずきは、一番よくわかる

わけですから、そのつまずき、直接教え

ておられる先生や、もちろん担任の先生

だけでなくて恐らく組織的にチームを組

んでいろいろ授業をやっておられるかと

いうふうに思うわけですが、そういった

中で、現場でそういうつまずきの子ども

たちを支えていくという取り組みが一番

効果的だと、私はちょっと思うわけなん

ですが、あえて第三者、しかも元教員、

教職員さんであったり、大学院生の方で

あったり、いわば現場からちょっと離れ

た方がアドバイザーになるということの

意味ですね。その点。

　それから、現場の先生や学校で本来や

るべきではないかなという、私は思うん

ですけど、その点の考え方は、どういう

ふうに考えておられるのか、教えていた

だけないでしょうか。

○山本善信委員長　木下課長。

○木下生涯学習課長　この子どもの安全

見まもり隊活動に対しての警察との連携・

協力の点でございますが、大阪府警察本

部の方から大阪府に対して、警察のＯＢ

がこの見守り活動に対して支援をします

というような形での協力体制も聞いてお

るところですが、実態はなかなか警察Ｏ

Ｂの人数がそろわないというのも聞いて

おります。

　それで、摂津市としまして、摂津警察

署の生活安全課の方にも協力を要請して

いるところですが、この見守り活動の活

動訓練の研修のときに具体的な指導をお

願いするような形で、今、生活安全課の

方とも話をしておるところでございます。

　それで、大阪府の方から大阪府警察本

部による、この見守り活動の要領、警察

から見たこの活動の要領の書類も送付さ

れてきておりますので、そういった形で

の協力は大阪府警察本部と大阪府と連携

は取って、やっていただいている。

　その活動要領をもとにしまして、私ど

もも各小学校区にＰＲをしていきたいと

いうふうに思っております。

○山本善信委員長　大路参事。

○大路教育総務部参事　それでは、アド

バイザーの勤務のことにかかわりまして、

常駐かというご質問にお答えをいたしま

す。

　基本的には、年間２５週を上限として、

１校週２回、２人を派遣するものでござ

います。

　１回は４時間ということで、府の方の

留意事項に書かれているもので実施をす

ると考えてございます。

　それから、こういった家庭学習、自学

自習力等については、本来、教員のやる

べきことではないかということについて

のご質問だったと思いますが、確かに学

校の教員がそういった家庭学習の習慣化、

それから、それこそ自学自習の力がつく

ように懸命に努力をしているところでは

ありますが、先ほどのアンケート等にも

お示しをしましたように、実際には子ど

もたちに確かな学力を保障し得ないとい

う状況にもあるのが現実でございます。

　こういった課題については、先ほども

申しましたように家庭・地域・学校とい

う連携ということが極めて重要であると
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いうことでございますので、学校の懸命

の努力についても保護者の皆さまに十分

ご説明をしながらも、家庭の方にご協力

をいただく点についても求めていくとい

うことが今日的な課題というふうに認識

をしております。

　この事業につきましても、そういった

意味でモデル的な事業でありますが、各

学校が持っています、現にノウハウとい

いますか、そういったことも含めて、こ

の事業を展開することによって市内の他

の小学校、中学校へ、このシステムやプ

ラン等について提供しながら、摂津市と

してのこういった家庭学習の習慣化、自

学自習の力がどのようについていくのか

を十分に検討し、展開していきたいと考

えております。

○山本善信委員長　安藤委員。

○安藤委員　安全の方ですが、要望にし

ます。先ほども要望しましたが、やはり

地域やＰＴＡの方々、学校、意思疎通が

図れるような長い取り組みになるように、

ぜひお願いしたいと思います。

　それから、警察との連携についてです

が、現に警察の方も下校時などはパトロー

ルされておられる姿というのは、私も何

度もよく見ています。

　しかし、やはり人が少ないですね。広

い、摂津の市内で幾らパトロールで回っ

たとしても点でしかなくて、面でどのよ

うに押さえていくかというようなことは、

なかなか困難さがあると思います。そう

した中で、やはり警察が人員が確保でき

ていなと、今の現有の状況の中でやるん

だというのであれば大阪府があえて、こ

の新しい事業で摂津市に対して６０万円

ですが、大阪府下としては相当の額を使っ

て子どもの安全を守るということでやっ

てきているわけですから、現有の今の警

察の状況の中で、できることをやるとい

うことでは、なかなか地域の理解も得ら

れないと思いますし、投げかけられた、

摂津市の教育委員会さん自身が一番板挟

みになって大変な思いをされるというよ

うに思うわけです。

　そういう意味では、大阪府に対して、

ぜひ警察のパトロールであるとか、交番、

人員の問題もあるかと思いますけども、

交番が空になってしまうことも問題であ

りますし、広い地域を少ない人たちで回っ

ているということも、やはり改善をしな

いといけないというふうに思うわけです

が、そういう点では人員の強化も含めて

協力の要請を改めて強く要請をしていた

だくことを要望しておきたいと思います。

　それから、自学自習力の点につきまし

ては、現に現場の学校の先生たちの状況

も放課後の先生の非常な多忙さというも

のもあるというように思うわけで、ます

ます子どもをどのように学校で、生活面

でも、学習の面でも、学校でできる支え

ということが、いろんな問題が起きる中

で複雑で、より困難な状況になってきて

いるのではないかなというふうに思うわ

けで、そういったところに新しい事業と

して始まるわけですので、既存のいろい

ろな努力と、それから新しい取り組みの

努力、これをぜひモデル事業以外の学校

にも広げていただいて、工夫をしていた

だきたいと思います。

　子どもというのは、やはり千差万別て、

つまずきをただそうというようなことを

やっても恐らくマニュアルなんていうも

のはないと思いますから、やはり個々の

対応が必要になってくると思います。

　そうすると、やはり常駐でないアドバ

イザーさんが特効薬のような形で考える

というのは、やっぱり危険であると思い

ますし、そういう意味では学校とそこに

間を置かずに直接保護者との間の連携を
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図っていく、意思の疎通を図っていくと

いう努力。

　それから、これは摂津市だけでは難し

い問題ですけれども、文部科学省では３

０人学級の検討も始まっているというふ

うに聞いていますけども、一番の根源と

しては、やはり子どもたちを見守ってい

く学校の先生の数が少ないところにある

のではないかと私は思います。そういう

点では、その点についても合わせて要望、

国や府に対しても要望していただきたい

ということを要望しておきたいと思いま

す。

○山本善信委員長　ほかに質疑はありま

せんか。川端委員。

○川端委員　子どもの安全の見まもりの

件でありますけれども、先ほども質問さ

せていただきましたけれども、この６０

万円ですね。当然、大阪府からのそうい

う申請があり、また打診があり、また申

請をするという、こういったことにお金

を使っていくというようなことだと思い

ますけれども、どうかワッペンとかカー

ドケースで終わらないように、さまざま

な、本当にこれも大事なことであります

けど、また意識徹底、啓発等がそんな意

味でも大事だと思いますけども、本当に

効果の上がる、いろんな形で考えていた

だいていると思いますけども、あえて要

望としてお願いしておきたいと思います。

○山本善信委員長　ほかに質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本善信委員長　以上で質疑を終わり

ます。

　暫時休憩します。

（午前１１時　９分　休憩）

（午前１１時１２分　再開）

○山本善信委員長　再開します。

　討論に入ります。

　　　（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本善信委員長　討論なしと認め、採

決します。

　議案第４９号所管分について、可決す

ることに賛成の方の挙手を求めます。

　　　（挙手する者あり）

○山本善信委員長　全員賛成。

　よって、本件は可決すべきものと決定

しました。

　以上で、本委員会を閉会します。

（午前１１時１３分　閉会）

委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

　文教常任委員長 山　本　善　信

　文教常任委員 　　川　端　福　江
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